
令和２年度(令和元年度実施事業分)事務事業評価評価票 № 14-015

担当 榊原
内線等 23-3567

章：
節：
基本施策：

単位施策：

個別施策：

29年度 30年度 元年度 単位
3,044 2,439 2,721 トン

145 137 131 トン
318 305 291 トン

42,572 44,561 47,853 千円
30,757 29,465 31,756 千円
73,329 74,026 79,609 千円
29年度 30年度 元年度 単位
11,251 12,096 11,546 円

29年度 30年度 元年度 単位

実績値 3,507 2,881 3,150

目標値 4,135 3,476 3,520

実績値

目標値

実績値

目標値

妥当 大きい ある
高い ある

大きい ない ―

目標値 単位

3,143 ｔ

PDCA 事務事業名 有価資源回収奨励事業 部課等名
市民経済部 クリーンセン
ター ごみ減量担当

Ｐ
政策体系

第３章　にぎわいの創出と良好な環境が両立するまち
第２節　環境との共生
２．廃棄物対策

総
合
計
画
と
の
関
係
性
等

（１）資源循環型地域社会の形成
②３R活動の推進

根拠法令等 半田市有価資源回収事業に係る報償金支給要綱

対象・目的 住民主体の集団資源回収を実施することにより、ごみの資源化及び減量化を図る。

目的を達成
するための
手段・活動

内容

各資源回収団体に対して、回収実績に応じて報償金を支給し、活動を奨励する。ごみに含
まれる資源の割合を調査し公表することにより、市民の資源分別の意識向上を図る。ま
た、資源回収作業用物品の貸与や回収対象品目の見直しを行い、多くの資源が有効活用さ
れるよう努める。

Ｄ

活動結果

活動実績
①新聞紙・雑紙・段ボール・古着・紙パック回収量
②スチール缶・アルミ缶回収量

前
年
度
の
活
動
結
果
と
見
ら
れ
た
成
果

③空ビン回収量
事業費
人件費

総事業費
活動単位当たりのコスト
①資源1トン当たりの報償金単価
②
③

成　果

成果指標
①資源回収量
※公共資源回収ステーションの実績を含む ｔ

②

③

Ｃ
観点別評価

必要性 有効性 効率性

①市の関与の妥当性 ④上位施策への貢献 ⑦コスト削減余地

課
題
の
整
理

②市民ニーズ ⑤成果向上の余地 ※対象・手段の変更
③休廃止の影響 ⑥類似事業の有無 ⑧受益者負担適正化余地

事業の
評価・課題

Ｄ

昨年度の実績は上回ったが、目標値には及ばなかった。金属類、紙類問わず資源類の相場
が下落傾向にあるため、今後も安定的なリサイクルルートの確保が課題。令和元年10月か
ら公共資源回収ステーション事業を始め、集団資源回収に参加できない住民が資源類を出
せる環境を整備した。

Ａ
今後の事業
の方向性

改善推進

資源回収量の増加を図るために、令和２年度から食料缶とタオル・シーツ類（古着に含
む）を回収品目に加える。また、多くの市民に資源を正しく分別してもらえるよう、ごみ
分別促進アプリ「さんあ～る」に資源回収の状況、正しい出し方などを掲載するなど、ア
プリの内容を充実させる。また、公共資源回収ステーションを周知することにより、資源
化の推進を図る。

課
題
解
決
の
た
め
の
目
標

令和2年度
の目標

成果指標

①資源回収量


